


























































































































ブルによって全温度で計算すれば ､やは りSAW の数が数えられる｡ 前者は ともか く､後
者は難しい問題をもっと難しい問題に焼 き直 したことになるのか もしれないが ､multi-self-




があった｡ いろいろといってもタンパ クとランダム系 じゃないか､という声 もあるか もし
れないが ､それは今一番ホットなのがそのあた りの分野だか ら｡ 拡張アンサ ンブルの考え
方 自体は一般的なものなので､今後広範な応用があるはずだ｡また､基本的な問題 として､
拡張アンサンブルでの緩和はどうなっているのか､とかパラメータ学習の効率など､考え
てお きたい問題は多 く残されている｡
参考文献
[1】基本的な文献については伊庭氏の報告を参照｡ここでは､それ以外の文献のみあげてお くこ
とにする｡なお､拡張アンサンブルの歴史については､伊庭氏の博士論文がおそらく世界一
詳しい12｡
[2】I.P.Valeau,J･Comput･Phys･23(1977)187,umbrelasamplingはこんなに昔に考えられ
ていたのだ｡
[3]R.HSwendsen,J･-S･Wane,andA.M･Ferrenberg:inTheMonteCarloMethodlnCon-
densedAIatterPh.rsJlceed.K.Binder(Springer),p.75,にヒストグラム法の歴史が書かれて
いる｡
[4]P･M･C･deOliveira,TJ･P･Penna,andH･J･Herrmann:Eur･Phys･J･Bl(1998)205･
〔5]con°-mat/9909177
[6]I.LeeandMIY･Choi:Phys･Rev･E50(1994)R651･
[7]P.N･Vorontsov-Velyaminov,A･V･Broukhno,T･V･Kuznetsova,andA･P･Lyubartsev:I.
Chem.Phys･100(1996)1153,我々が multi-self-overlapensembleで提案したself-avoiding
条件を緩めるというアイデアが､実はこの論文で既に議論されていることを最近知った (知
らされた)｡ただし､温度も含めた二方向にアンサンブルを拡張するところまでは議論され
ていないので､格子タンパクのようにエネルギーとself-avoidingnessの両方が絡み合ってい
る問題についてはmulti-self-overlapensembleでなければならないと思う｡
[8]K･PinnandC･Wieczerkowski=Int･J･Mod･Phys･Cg(1998)541･
だ｡このモデルの基底状態は定義からして縮退していない｡
11拡張アンサンブルで魔方陣の数を計算するという論文があり､画期的といえば画期的 (一発屋の趣もあ
る)【8]｡ちなみに､これは普通の交換MC法を使っているが､数を数えるのが目的ならmulticanonicalのほ
うがいいだろう(multicanonicalなら状態密度そのものが求められる)｡また､全ての数を一度だけ使うとい
う条件を緩めてしまえば､もっと速く計算できるかもしれない
12と書いたら､伊庭氏に､そんなことはない､と言われたので､そんなことはないのかもしれない
-158-
